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令和５年度第５回調布市スポーツ推進審議会議事録（要旨） 

 

                     日 時 令和６年２月２２日（木） 

午後６時３０分 

会 場 教育会館 ３０２・３０３研修室 

 

○スポーツ振興課長  皆さん，こんばんは。本日はお忙しい中お集まりいただきまして，

誠にありがとうございます。 

 それでは，令和５年度第５回調布市スポーツ推進審議会を開催させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 なお，本日の開催に当たりまして，Ｃ委員とＥ委員からは欠席の御連絡をいただいてい

て，委員９人中７人が出席されているということから，調布市スポーツ審議会条例第７条

の規定により本審議会が成立していることを御報告させていただきます。 

 それでは，これから議事の進行を会長にお願いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○会長  では，改めまして，こんばんは。今日は傍聴の方は。 

○事務局  なしです。 

○会長  では，今日はまた限られた時間ですけれども，大きな議題が２つありますので，

これから始めていきたいと思います。 

 それでは，配付資料の確認等を事務局でお願いしたいと思います。 

○事務局  では，私から確認いたします。 

 お手元，次第の下に資料目録が書いてありますので，そちらに沿って御案内します。１

点目が調布市スポーツ推進審議会委員名簿，Ａ４サイズの縦のものになります。続いて，

調布市スポーツ推進計画（素案）に対するパブリック・コメント手続の実施結果，横書き

のものです。ホチキスで留めているものになります。続いて，調布市スポーツ推進審議会

委員からの御意見への対応一覧，Ａ３で蛇腹折りになっているものが１つです。あと，調

布市スポーツ推進計画（素案）について（協議）というもので，これもＡ４サイズの縦書

き１枚のものになります。続いて，調布市スポーツ推進計画（素案）について（回答）と

いうもの，こちらもＡ４サイズのもの１枚になります。あと，調布市スポーツ推進計画

（案）という冊子が御用意しております。次がＮＴＴ東日本バドミントン部の地域感謝祭
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のチラシ，こちらはカラー刷り，両面のものが１部でございます。続いて，ＦＣ東京シー

ズン開幕に向けた取組についてで，左上にホチキス留めされているＡ４サイズのものです。

続いて，読売巨人軍球団創設90周年に向けた取組について，こちらも同じく左上，ホチキ

ス留めされたものです。最後に，調布市応援アスリートの追加認定についてというもので，

カラー刷り，両面のもの１枚になります。 

 不足等ございませんでしょうか。――では，資料の確認を終わります。 

○会長  それでは，議題に沿っていきたいと思います。まず，１番の調布市スポーツ推

進計画についてということで，事務局から説明をお願いします。今日はメインがこの大き

なものが１つになりますので，ちょっと時間がかかるかと思いますけれども，どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○事務局  それでは，私から説明させていただきます。 

 まず，振り返りになるのですけれども，前回のスポーツ推進審議会については，令和５

年11月28日に開催させていただきました。そちらでは，推進計画の骨子案ということで，

皆様にお示しさせていただきました。そこでの御意見等を踏まえまして，素案というもの

に昇華して，令和５年12月25日から令和６年１月24日まで素案に対するパブリック・コメ

ントを実施しました。この間，パブリック・コメントによって，市民の皆様から意見を募

るとともに，審議会委員の皆様から，また，今回の計画策定に当たってスポーツ関係団体

の皆様，また，庁内各課から御意見をいただきまして，素案を修正し，現在，確定版に向

けた作業を進めているという状況でございます。 

 今回の審議会で確定版の案の御説明を差し上げた後に，また御意見があれば，修正を反

映させていただいて，３月に庁内の会議で諮り，そこで承認がもらえれば，策定，公表と

いう段取りになってまいりますので，御承知おきください。 

 その中で，市民の皆様からいたいだいた意見の御説明等をさせていただきたいと思いま

す。まず，調布市スポーツ推進計画（素案）に対するパブリック・コメント手続の実施結

果という資料を御覧ください。先ほど説明しましたとおり，令和５年12月から１月末まで

パブリック・コメント，いわゆるパブコメを実施しまして，結果としてお２人から３件の

意見がございました。１つが施策の展開について，またその他の御意見という内容になっ

ております。 

 １つは，スポーツ環境についてということで，調布市総合体育館の中では敷地内禁煙を

実施しておりますが，その取組について御評価いただきながら，ぜひその取組を継続して
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いってほしいという内容が１つ。もう１つは，受動喫煙の話と関係してきますけれども，

子どものスポーツ環境を維持していく上でも，スポーツをやっている子どもたちの受動喫

煙対策をしっかりやってほしいということで，この御意見の中では，指導者等に対しての

啓発の機会をつくっていただけないかというもの。３番については，西調布体育館の移転，

更新の検討の中で，武道場，畳室の設置を含めてはいかがかという御提案の御意見になっ

ています。 

 この３つについて，右側が市の考え方ということでお示ししています。 

 １つ目のものについては，調布市では受動喫煙防止条例を令和元年７月１日から施行し

ておりまして，その条例の中では様々な受動喫煙に関する考え方が示されております。そ

の中では，当然のことながら路上喫煙禁止区域の指定はもとより，市立の公園とか，また

は緑地，緑道などでの喫煙を禁止しております。また，市の施設，市立施設においても喫

煙を禁止しております。その中に調布市の総合体育館というのももちろん含まれておりま

すので，引き続き同条例の趣旨に基づいて取組を継続していくという内容になります。 

 また，２つ目についても，受動喫煙防止条例の中で，スポーツ施設を含む市立施設につ

いて，喫煙を禁止しているということですから，スポーツ活動中の受動喫煙対策というと

ころにも資する内容になっておりますので，引き続き取組と啓発を図っていくという回答

になっております。 

 ３番目，西調布体育館の内容については，西調布体育館は確かに武道系がメインの施設

ではあるのですけれども，卓球での利用が実は最も多いという状況になっております。な

ので，武道系なのか卓球なのかというのはあるのですが，西調布体育館を利用している皆

様が引き続きスポーツ活動が継続できるように取り組んでいくという内容です。畳室に対

しての，具体的な提案に対してのお答えというのは，この段階ではなかなか難しいという

ところなので，こういう回答にしております。 

 こちらのパブリック・コメントの内容については，スポーツ推進計画策定，公表の段階

で，一緒に市民に対して公表していくという予定をしておりますので，御承知おきくださ

い。 

 次に，調布市スポーツ推進審議会委員からの御意見への対応一覧という資料を御覧くだ

さい。 

 こちらは皆様からいただいた御意見をそれぞれどのように反映しているのかということ

をまとめたものです。もしかしたら，ページが最後の修正過程で若干ずれてきている部分
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もあるかもしれないのですけれども，その中で，このように対応しましたということを少

し御説明させていただきます。 

 １つ目のところは誤植が，括弧が抜けていたりしたので，そこは修正しましたという内

容，２つ目は，東京大会というのを東京2020大会というように修正しました。次は大会の

表記を修正した内容です。４つ目も同じです。 

 ３ページの20行目で，ここも表現についての御指摘がありましたので，御指摘の部分に

ついて修正させていただきました。 

 12ページの１行目，「共生社会とは」というくだりで，そちらの記述について，もう少

し丁寧に記述をという御意見でしたので，こちらは御意見のとおり修正して，反映させて

いただきました。 

 また，14ページのスポーツ・インテグリティの確保ということで，スポーツ・インテグ

リティは高潔性の確保，片仮名が多いという御意見もいただいているのですけれども，こ

ちらはちょっと分かりづらいので，高潔性と書かせていただきながら，今回の計画につい

ては，素案からページの下に随時注釈を入れているという構造になっております。なので，

スポーツ・インテグリティが出てくる最初，14ページの下にスポーツ・インテグリティの

注釈を入れています。高潔さ・品位・完全な状態を意味する言葉。スポーツにおけるイン

テグリティとは，スポーツが様々な脅威により欠けることなく，価値ある高潔な状態を指

すということで，御指摘のあった計画の中に片仮名語とか略称みたいなものが結構出てく

るのですけれども，それは可能な限りこうした注釈で言葉を補うということをしておりま

す。どうしても時代の中では片仮名として呼ばれ始めている内容というのは出てきます。

ただ，それが耳になじんでいなかったりすることは実際あると思いますので，それはどな

たが読んでもできる限り分かるような工夫はしました。ただ，足りない部分もあるかと思

いますので，読んでいただいた中で，これはやはり補ったほうがいいという御意見があり

ましたらおっしゃっていただければと思いますので，よろしくお願いします。 

 次に，20ページの下段のところで，多摩地域の一大スポーツ拠点の写真がありましたけ

れども，文中で味スタ，武蔵野の森総合スポーツプラザ以外に調布基地跡地運動広場の話

があったので，そちらの写真を追加しております。 

 24ページ以降の市のスポーツ推進の現状等で，いろいろなグラフ，データが出てきます。

そちらについて，出典の明記をという御指摘もいただいておりますので，基本的に出典を

明記させていただきました。ただ，一次情報として我々がここに挙げたものについては，
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出典は書いておりませんので，御承知おきください。 

 あとは24ページのところは少し細かい表記の御指摘を直したり，数値の修正をしており

ます。 

 25ページの，これは直したので，必ずしも合っていないのですが，これまでの市のスポ

ーツ推進の現状の表記の仕方で，基本はデータに基づいた現状の記述をしているのですが，

一部データがないけれども，所与のものとしてといいますか，記述だけあったというもの

がありましたので，読み手としては分かりづらいという御意見を踏まえまして，できる限

り根拠となるデータを示しているというものです。一部まだ反映されていないのがあるの

で，そちらは最終版に向けて調整していきたいと思っております。 

 30ページは，子どものスポーツのところで運動・スポーツをやってよかったことという

回答があって，何％と書いているのですけれども，人数を示せないかという御意見だった

のですが，全体としてパーセントで統一しているというところで，現行のままいかせてい

ただければと思っております。 

 38ページです。すみません，ちょっとずれています。これだと39ページです。39ページ

に図表36があるのですけれども，ここが素案の段階だと左上の％がなかったので，パーセ

ントをしっかり書いたという内容です。小さいという御指摘もあるので，見やすくしてい

きたいと思っております。 

 次，43ページを御覧ください。ここは基本政策の表記を変えた部分になります。スポー

ツ環境の充実の中に，一番下，今はスポーツに関する情報発信の充実となっておりますけ

れども，素案の段階ではスポーツ・レクリエーションに関する情報発信の充実としており

ました。ここで，スポーツ・レクリエーションというのが，スポーツとレクリエーション

なのか，スポーツ基本法でもスポーツ・レクリエーションという言葉もあって，そちらを

指しているのか，どっちなのかが少し不明確という御指摘もありました。 

 基本的には，我々が今回定義しているスポーツというのは，競技スポーツだけではなく

て，スポーツ・レクリエーション活動も含むということで理解しておりますし，この中で

も定義していますので，そういった意味では，スポーツ・レクリエーションではなく，ス

ポーツという広いほうの概念で修正させていただいておりますので，御承知おきください。 

 51ページのところ，少し文章の表現の御指摘がありましたので，こちらは修正させてい

ただいております。 

 次に，61ページを御覧ください。また細かいところではあるのですけれども，コラムの
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微修正といいますか，「コラム」というのがなかったので，そちらをつけたのと，あとは

ＡＥＤを設置している市立スポーツ施設ということで，素案の段階では括弧でその具体的

な場所まで書いていたのですが，例えば調布基地跡地運動広場のＥ２，Ｅ５，Ｅ６みたい

な具体の面まで，地図がない中でなかなか分からないので，そこまでは不要と。あくまで

もどこに置いているかというのを明示するというのが目的なので，こちらは省略させてい

ただきました。 

 次，64ページを御覧ください。64ページは味の素スタジアムの表記について，東京スタ

ジアム（味の素スタジアム）ではないかという御指摘がありました。味スタの表記につい

て，ちょっと特殊なのですけれども，スポンサーとの兼ね合いというルールの中で，オ

リ・パラとか，ラグビーワールドカップの文脈の中では，本来，味の素スタジアムという

ネーミングライツがついた名前は使えなくて，基本は東京スタジアムというようにしてい

ました。ですが，この中では，そうしてしまうと東京スタジアムと味の素スタジアムの違

うスタジアムが２つあるように初見の人は見えかねないので，オリ・パラ，ラグビーの文

脈では，東京スタジアム（味の素スタジアム）という表記をして，オリ・パラ，ラグビー

の文脈以外では味の素スタジアムという表記に修正しております。 

 76ページです。こちらはデフリンピックという言葉が出てきますけれども，正式という

ところで東京2025デフリンピックというように修正しております。 

 次，下，文言のところで一人一人という，「ひとり」が平仮名，漢字という表記の仕方

がばらばらだったところもあるので，漢字で一人一人というように統一しております。 

 次，スポーツ機運の高まりという，機運の言葉の使い方で，国のほうでは，スポーツ機

運を「機」にしていたり，東京都は違う「気運」にしていたりというのが難しくて，文脈

とかにもよるのですけれども，調布市の場合はオリンピック・パラリンピックを契機にス

ポーツの機運を高めていくとか，そういった使い方を今までしてきたというのがあるので，

本来はもしかしたら文脈上使い分けなければいけない部分があるかもしれないのですが，

今までの市の流れと国の表記に合わせて，こちらの機運としていますので，御理解いただ

けますようお願いします。 

 最後，「障害の有無にかかわらない」というところが，平仮名，漢字の表記のぶれがあ

ったので，それは平仮名に統一したという内容でございます。 

 たくさん御意見いただきまして，ありがとうございます。素案の段階では，なかなか詰

め切れなかったところをこうしていただきまして，本当に感謝しております。 
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 また，こちらは審議会委員の皆様からの御意見なのですけれども，これ以外にさっき申

し上げたスポーツ団体の皆様から，また，庁内からも御意見がありました。ただ，計画の

内容そのものに関するというよりかは，文言の使い方とか事業名称の話とか，そういった

ところでしたので，説明は割愛させていただきたいと思っております。 

 次に，調布市教育委員会宛ての資料を御覧ください。こちらはスポーツ基本法第10条に

おきまして，スポーツ推進計画の策定に当たっては，教育委員会の意見聴取をするという

ように規定されておりますので，そちらの規定にのっとり，教育委員会に意見照会したも

のです。２枚目にありますが，回答としては，我々から直接教育委員の皆様に御説明差し

上げて，読んでいただきました。意見は特になしという内容でしたので，御報告させてい

ただきます。 

 以上が皆様からの御意見の報告でございます。結果的にこの推進計画案，５章立てプラ

ス最後に資料編をつけておりまして，全90ページに及ぶ内容となっております。まだ表紙

も含めたデザインですとか，あと計画の中の表の見せ方とか，資料編の内容などについて

は，少し細かいところが詰め切れていない内容があるのですけれども，趣旨としては，こ

ういった内容でいきたいと考えておりますので，御理解のほどよろしくお願いいたします。 

 ひとまず私からは以上です。本日のこの場で細かいところを含めて，全体でもいいので，

皆様からコメント等をいただきながら，最終案の確定に向けて作業してまいりたいと思い

ますので，よろしくお願いします。 

○会長  ありがとうございました。大筋とすれば，素案がそんなに動いていないという

ことで，多少表記のことだとか，微調整についての御意見。それからパブリック・コメン

トについては，２人から３件の御意見をいただいたというようなことです。取りあえずど

こからでも構いませんけれども，何かお気づきのところ，あるいはここがまだ抜けている

というのがありましたら御指摘いただければと思いますが，いかがですか。ここは今日の

メインですので，少し時間をゆっくり取りたいと思います。 

○事務局  私から補足１点なのですけれども，24ページを御覧ください。ここは私ども

も注意して説明していかなければと思っているのですけれども，今回のスポーツ推進計画

の成果指標の中で，週１回以上スポーツする市民の割合を現状68.9％なので，70％に持っ

ていきたいという目標を立てています。その68.9％という数字の根拠なのですけれども，

今回，この計画をつくる上で，令和４年度に調布市民のスポーツ活動に関する実態調査を

行いました。そちらでも週１回以上運動する市民の割合が出てきているのですけれども，
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そちらの数値は採用しておらず，調布市民意識調査という毎年実施している調査での数値

を使っております。 

 これはなぜかというと，市の基本計画でも市民意識調査で拾ってきているいわゆるスポ

ーツ実施率，週１回以上運動する市民の割合を成果指標にしておりますので，そことの連

動という観点が１つ。また，その数値というのは経年で追っていかないと，こちらとして

も定量的に成果の把握ができないと考えておりまして，そういった意味で数値の連続性と

いう観点で実態調査ではなく，市民意識調査の数値を拾ってきているという内容になりま

すので，外部の方でしっかりこれとは別にある実態調査の報告書をちゃんと読むと，数字

が違ってくるぞという場面はあるのですけれども，それはそういった意味で数値を違うと

ころから持ってきているというところですので，あらかじめ御承知おきください。 

 今のお話は24ページの下の注釈の19のところに記載させていただいておりますので，よ

ろしくお願いします。 

○会長  何か気がつくところはございますか。細かく御覧になる方はいらっしゃいます

ので，分かる範囲で見ていただければ。特に御意見を出された方，自分の意見が採用され

る場合もあるでしょうし，こういう理由でそのままですよということもあるかと思います

ので，腑に落ちないところがあれば，御確認いただければと思います。 

 現物はカラー版になってくるのですか。 

○事務局  カラー版にします。 

○Ｉ委員  これはこれで１冊になるのでしたか。 

○事務局  これが本編というか，もちろん資料編も含めた本編がこちら。これと併せて

概要版も作成します。概要版については，素案のときにはちょっと小さいのですけれども，

こちらのＡ３判を皆様にお示しして，かつ対外的にも素案と一緒に公表しております。今

回は確定版については，こういった形ではなくて，12ページの小冊子を作って，その中で，

計画のポイントが落ちているというものにしたいと思っています。なかなかこれを市民の

方も読み込むというのは多分難しいと思うので，これは行政の考え方を整理するというこ

とで持っておきつつ，基本的には概要版を見ていただいて，市民の方にはこういった方向

でスポーツ行政は進むのかというところを理解してもらえばいいかなと考えております。 

○会長  いかがですか。資料編の88ページには各委員のお名前も出ていますので，間違

いがないか，大丈夫ですか。 

 冊子は何部ぐらい作成の御予定なのですか。 
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○事務局  約50部です。今までは，庁内でいろいろな計画をつくってきて，冊子で大量

に作成して皆さんに読んでいただくというのが基本スタンスだったのですが，昨今の傾向

としてはペーパーレスということも進んでいるので，最小限までとは言わないですが，作

成部数をある程度絞って，あとはデータとして皆様にお示しするとか，あとは印刷して渡

すとか，そういう対応がメインになります。完成したら皆様にお送りさせていただきます

ので，よろしくお願いします。 

○会長  特にございませんか。いいですか。取りあえず先に進みまして，時間が残りま

したらまた戻って，何か気づかれたところで受けたいと思いますので，よろしいですか。

では，事務局，そのように進めさせてください。 

 では，続きまして，議題２，その他の情報提供という形になりますけれども，事務局の

ほう，よろしいですか。 

○事務局  では，私からその他ということで，情報提供させていただきます。まず，こ

ちら，バドミントン体験会を御覧ください。 

 市は，ＮＴＴ東日本と包括連携協定を締結しておりまして，スポーツのみならず，教育

や行政全般について連携しながら対応しているところでございます。その一環としてとい

いますか，協定締結前からＮＴＴ東日本バドミントン部とスポーツ振興課が関係を構築し

てやっている事業で，それが今回３回目になります。ＮＴＴ東日本主催でやる地域感謝祭

に調布市が共催で協力しているというものです。 

 ３月３日に入間町にあるＮＴＴ東日本の中央研修センタで開催します。 

 午前は初心者コース，午後はチャレンジコースということでレベル別に分けて，各部60

人の募集をしているところです。午前の部については，倍率５倍，約300人からの応募が

ありました。断腸の思いで60人に絞ったわけなのですけれども，チャレンジコースは50人

弱ぐらいの応募があったということで，昨年度はＮＴＴ東日本の中央研修センタではなく

て，武蔵野の森総合スポーツプラザのサブアリーナでやって，そちらも10倍とか…… 

○スポーツ振興課長  100人の募集のところ500～600人来て，そこをＮＴＴ東日本バド

ミントン部の御協力で100人定員を150人まで増やしてもらったということがありました。

それはよかったのですが，当日やはり人が多くなったがゆえに待ち時間が結構増えてしま

って，その辺のバランスがなかなか難しいと思いながら， 60人というのが来てくれた人

に待ち時間もなく楽しんでもらうぎりぎりの人数ということで，今回は60人でいかせてい

ただくことになります。 
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○事務局  申込みはもう締め切っております。３月３日に開催してまいりますので，ま

た開催した様子とかをこういった審議会の場で御報告させていただきたいと思います。 

 次に，読売巨人軍球団創設90周年に向けた取組についてという資料を御覧ください。 

 市と読売巨人軍については，ここに書いてありますが，平成27年以降にイースタン・リ

ーグ，プロ野球の２軍戦の市民の無料招待事業ですとか，小学校にジャイアンツのアカデ

ミーの方が行って，体育授業の支援を行ったり，あとは幼稚園とか保育園，こども園への

訪問事業など，連携した取組を長年続けてきたのですけれども，そういった連携した取組

を土台に，昨年５月23日に読売巨人軍と連携協定を締結いたしました。今までの取組が変

わるものではないのですけれども，さらに連携を強化していきましょうという内容でござ

います。 

読売巨人軍は2024のシーズンに球団創設90周年を迎えるということで，市と連携した

様々な取組をやっていきたいと考えております。それがここに書いてある２番の実施内容

のところですけれども，調布市広報大使の就任ということで，萩尾匡也選手，佐々木俊輔

選手というお２人が調布市の広報大使に就任いたしました。そのお２人のプロフィール等

は２枚目のところに書いています。お２人とも若い選手で，ジャイアンツの取組としても

多摩周辺で連携協定を締結している自治体それぞれにこういった広報大使を立てて，ぜひ

地域の顔として一緒にＰＲしていくのだということの取組を行っております。 

 市としても，このお２人が市に直接来て何かをというのは，シーズン中だったりすると

なかなか難しいのですけれども，画像の提供，動画の提供ですとか，メッセージをもらう

ですとか，そういった可能な範囲で協力しながら市のＰＲ活動等を行っていただくという

ことになっております。 

 また，街路灯フラッグの設置ということで，読売巨人軍が90周年のオリジナルフラッグ

を作成いたしましたので，そちらを３月下旬頃から調布駅前広場周辺に順次取り付ける予

定です。デザインは２枚目のところにありますので，御確認をお願いいたします。 

 また，その他，これまで行ってきた事業について，引き続き読売巨人軍と連携しながら

やっていきたいと考えております。 

 こちらの説明は以上です。 

 次に，ＦＣ東京2024シーズン開幕に向けた取組について御覧ください。 

 ＦＣ東京の新シーズン，Ｊリーグは明日開幕します。24日に開幕戦を迎えるということ

で，ヨドコウ桜スタジアムでセレッソ大阪とやることになっております。ＦＣ東京と長年
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一緒にいろいろな取組をやってきているのですけれども，今年度も市としてＦＣ東京を応

援していきたいと考えていますので，こちらに開幕に向けた応援の取組を記載しておりま

す。 

 ＦＣ東京は，今シーズンからエンブレムのデザインに変更いたしました。それに伴って，

我々は様々なところでＦＣ東京を応援する取組をしているのですけれども，それらを張り

替え，つけかえという対応をしております。それは具体的にはここに書いてあるとおり街

路灯フラッグですとか，市役所の本庁舎エレベーター１階の部分ですとか，あとは市役所

の本庁舎の懸垂幕についてリニューアルしました。そのデザインが次のページに書いてあ

りますので，皆様もお立ち寄りいただいた際には，ぜひ御覧いただきますようお願いいた

します。 

 また，これも毎春やっているのですけれども，たづくりの外壁のところのＬＥＤの照明

を青赤にして点灯するという取組をやっております。 

 また，市とＦＣ東京で市民からＦＣ東京への応援メッセージの発信ですとか，また，逆

にＦＣ東京から市民へのメッセージの動画をいただいたりしておりまして，基本的にはＳ

ＮＳ，旧ツイッターのＸにて発信しておりますので，ぜひ御覧いただきますようお願いし

ます。 

 このほか，各種広報媒体にてリーグ開幕のＰＲを行っております。 

○スポーツ振興課長  補足なのですが，こちらのＦＣ東京の街路灯フラッグは，調布駅

にはもうかかっていて，あと飛田給，西調布，国領，仙川にもかかっています。今後，希

望する商店街には順次かかっていくということになって，新しいエンブレムでのフラッグ

が市内中にかかるという内容になるのと，あと市役所の１階のエレベーター，ぜひ何かの

ときに見ていただければと思います。なかなか圧巻というか，いいデザインになったなと

思っています。あと一番左の本庁舎懸垂幕ももうかかっています。ちょっと今日は暗いの

で，なかなか見えにくいかなとは思うのですが，昼間にお立ち寄りの際は，ぜひ御覧いた

だければと思います。 

 ＦＣ東京の応援に向けた取組ということで進めているところではあるのですが，今シー

ズン，Ｊ１リーグに東京都内のＪのクラブが３チーム揃います。ＦＣ東京，東京ヴェルデ

ィ，あとはＦＣ町田ゼルビアと初めて３チームそろい踏みということもあって，そこに関

連する11の自治体というのがありまして，ＦＣ東京であれば，ホームタウンは東京都なの

ですけれども，その中の株主になって，出資している６市，調布，府中，三鷹，小平，西
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東京，小金井の市長。あと，東京ヴェルディであれば，稲城，多摩，日野，立川の４市の

市長。その４市もヴェルディに出資している市となります。ヴェルディも東京都がホーム

タウンなのですけれども，出資はその４自治体。あと町田ゼルビアは出資というわけでは

ないのですけれども，ホームタウンが町田市です。その11自治体の市長が，今回，３クラ

ブがＪ１にそろい踏みになるということで，それぞれがそれぞれのチームを応援するので

すけれども，一緒になって多摩地域と東京を盛り上げていければというような共同宣言を，

実は昨日出させていただきました。 

 あわせて，11市長プラス，クラブ側も３クラブ連携して，一緒になって東京を盛り上げ

ていきましょうといったような，熱い戦いをしつつ，お互いにリスペクトしながらといっ

た声明を出したところですので，それがスポーツ振興課のＸですとか，それぞれのクラブ

のホームページですとか，あと今日の東京新聞と朝日新聞の地方版のところにも掲載され

たりといった取組をしております。 

 我々もＦＣ東京をずっと応援し続けてきて，そこのスタンスは変わらないのですが，ぜ

ひ東京都内のクラブということで，ダービーはばちばちにやるのですけれども，お互いに

リスペクトしながら共にある意味一緒に頑張っていくといういいライバル関係でいられた

らということで，そういった宣言を出したということを御承知おきいただければと思いま

す。 

 以上です。 

○会長  質問１ついいですか。４本線は何か意味があるのですか。 

○事務局  ４本のラインは，最前線，クリエイティビティ，多様性，可能性ということ

で，クラブの土台となって文化をつくり上げるための４つのバリューということで，ＦＣ

東京が今まで大事にしてきたものを象徴しているというようです。 

○会長  ありがとうございます。何かの意味は当然あるのだろうなと思いながら。 

 もう一つ残っている応援アスリートについてお願いします。 

○事務局  こちらを御説明します。 

 調布市応援アスリートの追加認定ということで，これまで13人の応援アスリートを認定

してきたのですけれども，認定日は少し前で12月25日なのですが，新たにお２人の方を認

定いたしました。 

 １人は，小林兼輔さんというテニスをやっている方で，七中在学中で桜田倶楽部という

テニスクラブで活動されています。小林さんは，ワールドジュニアの男子・決勝大会で日
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本団体10位ですとか，ワールドジュニア男子・アジア／オセアニア予選で日本団体優勝な

ど国際大会を中心に優秀な成績を収められているという方です。 

 また，もう一人は隈元凌さんということで，この方はいわゆるパラスポーツということ

で，ＩＤバスケ，知的障害のバスケットボールをやっている方です。調布市出身，調布市

在住という方で，2023年のかごしま国体で３位になっております。また，2018年の福井で

行われた全国障害者スポーツ大会では優勝している方でございます。 

 この方は実はパラリンピックの聖火ランナーにも選ばれた方でして，市とはつながりが

あったのですけれども，今回，このような形でエントリーしていただきまして，内部で審

査の上，認定という運びになった方々でございます。 

 資料の裏面を見ていただくと，今までの13人の方が書いてありますので，そこにこのお

2人を加えて，現在15人の方が応援アスリートになっているという状況です。もちろん今

の方もトップアスリートなのですけれども，当初は本当にトップアスリートの方のみだっ

た取組が，市民への浸透がされてきて，いろいろな競技の方が御自身から，ないし周辺の

方から情報提供があったのかエントリー，申請が来ているという状況でございますので，

調布市としても，こういった取組をどんどん広げていって，応援するアスリートを増やし

ていきたいと思っております。 

 以上です。 

○会長  追加認定は分かるのですけれども，15名になりましたよね。何かがあったり，

あるいは自分からもういいですということになると，認定選手から外れるのですか。 

○事務局  この制度を要綱として定めて運用し始めたのが今年度の４月１日からです。

そこからこれを見ると，８番の青栁未愛さんが2023年４月１日からとなっていますので，

この方以降の方が新たな枠組みで認定した方になります。 

 その要綱の中でも，基本的にアスリートの方が自分から同意した上でのエントリーにな

っていますので，特に新たな要綱制定の前にこちらから認定した方については，当然，例

えばですけれども，現役ではなくなったとか，何らかの事情で競技をしないとか，それぞ

れの御事情があると思うので，できれば年度単位で御意向も確認しながら，こういったと

ころに認定アスリートとして掲載していきたいと考えています。 

○会長  ほかはいいですか。では，今この４つ，資料に基づいて説明がありましたけれ

ども，何か御確認のところがありますか。 

○Ｂ委員  今年の２月に本校の高３の生徒がＦＣ東京とプロ契約をしたのですけれども，
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応援アスリートというのは，調布市在住でなければいけないのですか。 

○事務局  調布市在住でなくとも，活動拠点が調布市であればいいのと，要件の中に，

プロスポーツ，プロの方であればいいという要件もあるので，具体的には申請をいただい

て審査にはなるのですけれども，聞いた感じだと要件に合致するのではと思います。市ゆ

かりのアスリートということで，在住とか出身でなくても，市内の高校とかに在学してい

れば，要件は満たすと思うので，ぜひ御検討を。 

○会長   １点，説明を聞いていて，もったいないかなと思ったのはバドミントンの体

験会の初心者コース。去年の待機時間が長かったからという反省に基づいて60人で切られ

たということなのでしょうけれども，何かお互いがもったいないかなという。バドミント

ンという競技に興味を持っている子どもさん，場所を変えるとか，対応する選手を少し増

やしてもらうとか，何か工夫があればいいのにと思ったのです。 

○事務局  この60人というのは，本当はもう少し少ない人数かなというところから議論

が始まったのですけれども，最大限受け入れたいということで考えたラインが60。かつ場

所が武蔵野の森スポーツプラザのサブアリーナとＮＴＴの中央研修センタだと全然広さが

違うので，受入れ側からすると，安全・安心に運営するには，どのラインまでが大丈夫か

という観点で，そのぎりぎりのラインが60だったということです。 

 ただ，会長がおっしゃるようにもったいないなというのはあります。一方で，ＮＴＴ東

日本バドミントン部も実業団の大会が終わって，３月は結構全国行脚でいろいろなところ

で，地域貢献活動をされるらしいのです。なので，今回，これができるというのは，もち

ろん複数日程やっていただければみたいな話も出たのですけれども，やはり還元するには

１日の事業かなという中で，場所もＮＴＴ中央研修センタの体育館だとこれが最大規模と

いうことになりました。 

○スポーツ振興課長  ＮＴＴ東日本バドミントン部としても，去年は武蔵野の森総合ス

ポーツプラザでやったのですけれども，自分たちが活動している体育館を身近に感じても

らいたいという意向もおありのようです。それこそ桃田選手を含め，日本代表選手とかが

結構いるチームがふだん練習しているところに地域の子どもたちを招いてということをや

りたいという話も聞いているところなので，今回，改めて中央研修センタの体育館で行う

ということになりました。 

○会長  分かりました。ほか何か御意見。では，お願いいたします。 

○Ｈ委員  ちょっと宣伝を兼ねてということです。さっきの小林さんというテニスの方，
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桜田倶楽部から加わったということで，実は桜田倶楽部からスポーツ推進委員会に小学生

を対象にした講習会，体験会をやりたいというお話をいただいています。その趣旨は，テ

ニスが下火になり，テニス人口が，特に子どもがどんどん減ってしまっているということ

で，ぜひ体験会を調布市内でやっていきたいという申出がありました。スポーツ推進委員

会は，皆さんにスポーツをする機会をつくったり，つなげるというのが１つ大きな仕事に

なっています。 

 桜田倶楽部は皆さん御存じだと思いますけれども，松岡修造をかつては出して，場所は

深大寺のすぐ南側にあります。深大寺小学校と上ノ原が近くにありますので，まずはそこ

のお子さんを対象に４月１日に定員は40名ということで今募集をかけているところで，桜

田倶楽部のコートを使って，そこのコーチの方が体験会をやってくださるということで今

進んでおります。 

○会長  私が勤務していたときにも１人全国大会に出ている選手がいました。ありがと

うございます。情報提供をいただきました。 

 ほかいかがですか。――では，一番最初の案についてでも構いませんので，気がついた

ところを何か御発言いただいてと思います。 

 私のほうでは，立場的に部活動の地域移行というのがずっと頭の中にあるものですから，

今年の１月18日，19日に，京都市で日本中体連の研究大会があったのです。そこでも１つ

のテーマは地域移行という形になりました。 

 私がいた分科会で話が出ていたのは，モデル地区になって，お金がある程度提供されて

いるところについては，もともとある程度素地があって，できそうなところだからモデル

地区の指定が来るわけですよね。その３年間については，自分たちもやらなければいけな

いということがあるのでやっているけれども，そうはいわれてもモデル地区になったとこ

ろでもなかなか動いていないのが現実なのだという話。 

 それから１つ，小さな山の中の町なのですけれども，町の中に３つ中学校があるのです。

Ａ中学校が一番山の中，ＢとＣはまあ近い。ＡとＢ，ＡとＣはそれぞれフルマラソンより

も遠いのです。同じ町の中でも42～43キロ。遠いところは47～48キロとかと言っていたか

な。ここで合同チームで毎日練習しているのです。基本はＢとＣは近いからいいのですけ

れども，Ａの子はどうするか。町のバスが出ているのです。剣道が合同チームの種目なの

ですけれども，町教委の運行バスがあるものですから，そこで送り迎えができるのですが，

これが足が確保できなかったら，まず土日に保護者が送り迎えをするしかできないでしょ
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うねなどと話をしていたのが現実なのです。 

 それから地域移行という言葉は同じなのですけれども，大きく言って２つになるのです。

要するに１つは，スポーツ庁等が言っている学校にある部活動を地域に持っていこう。運

営主体は地域のいろいろな団体がやってね，学校は基本的には手を引きますよという１つ

の考え方。 

 もう一つは，学校にある部活動に外部の専門の方たち等々にいっぱい入っていただいて，

指導をその人たちがメインでやってください。先生も当然いるのだけれども，できない先

生もいるから。外に完全に出す。先生でやりたい人は兼職兼業という許可をもらって指導

者として外に行きなさい。そういう形の２つがごっちゃになって，皆さん論議するもので

すから，なかなかかみ合わないということが１つあります。 

 当然，外に出た場合に，私が教員なのだけれども，兼職兼業で５時から調布市の指導員

になって出ました。万が一，そこで私が誰か子どもさんにけがをさせた場合には，私に賠

償責任が来るわけですよね。教員であれば，国家賠償法等々で守っていただくわけです。

先生方についても，それがないということが本当に分かっているのかという心配があるの

です。子どもさんも部活であれば，日本スポーツ振興センターからお金が出るのだけれど

も，それが外の団体になってしまうと，学校の教育活動ではないので，自分で保険に入っ

ていなければ保障がされない。その辺のところが保護者の方が御理解いただけるのか。そ

の辺の細かいことがなかなか見てとれない。 

 昨日ですか，新聞にも都教委のほうで，保護者の方で知っているという方が二十何％と

いうような数字が出ていましたので，その辺を少しずつ調布のほうでも協議会が始まるか

と思うのだけれども，出していかなければいけないのかなどと。私立学校もその辺のとこ

ろは話題が出ていますか。 

○Ｂ委員  崩壊している学校と，今までどおりのことをやっている学校と２通りです。 

○会長  崩壊された学校があるということなのですけれども，教員の中にもとてもやり

たい先生と，まあ仕方がないからやるかという先生と，絶対やりたくないという大きく３

つの山があるわけですよね。だから，そうなると，やりたくない先生たちが多い学校はも

うやらなくていいのでしょう，もう部活は外でやってもらうのでしょうというような動き

になってくる。 

 本来，一番最初に中教審が出したのは，しっかりと組織をつくって，受け皿をつくった

上で移行すべきだみたいなことが書いてあるのだけれども，受け皿ができないうちに移行
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だという形が出ているものですから，ちょっと混乱しているところがあるかな，そんなこ

とを感じているところです。 

 では，話を元に戻しますけれども，何か案について御意見はないですか。 

○事務局  今のお話で御紹介なのですけれども，計画の中ですと，67ページに今，会長

がおっしゃっていただいた部活動地域連携・地域移行への対応ということで記載していま

す。おっしゃったとおり地域移行という言葉が複数の意味を持つというところで，地域連

携なのか移行なのかどちらかを今後考えていかなければいけないというところで，地域連

携・地域移行への対応というようにしております。この辺は教育委員会としっかり連携し

ながらやらなければいけない内容だと思っておりますので，現在，教育委員会と連携して，

検討体制の構築というところで進めております。 

 今後，その検討次第では，またこういう審議会の場で皆様から御意見をいただく場合も

出てくると思いますので，この場に限らず様々な情報があれば，我々に教えていただけれ

ばと思います。よろしくお願いします。 

○会長  ありがとうございます。では，まだあと10分，15分ぐらいは時間的に余裕があ

るかと思いますので，また１人ずつＩ委員から何か気づいたこと，今日全体のことでも構

いませんし，この案についてでも構いませんし，あるいは日頃考えていることでも構いま

せんので，お願いいたします。 

○Ｉ委員  今，読ませていただいていて，特段ないかなと思います。ここまですごくお

疲れさまでしたという感じです。 

○会長  では，続いていきましょう。お願いします。 

○Ｈ委員  私も特段，このことに関してはないのですけれども，56ページにあるデフリ

ンピックの話で，実際，2025年は来年なのですが，なかなか周りに広がっていないなとい

う，デフリンピックという言葉すら知らない人が結構いるのではないかという気がしてい

ます。実はこの間，スポーツ推進委員は，そのデフリンピックに関連した研修があって，

詳しいお話を聞くことができたのですけれども，何か調布市は関わることはあるのですか。

例えばそこの体育館を使うとか。 

○スポーツ振興課長  まず会場については，武蔵野の森総合スポーツプラザでバドミン

トン競技が行われます。デフリンピック自体，56ページに書いてある来年11月15日から26

日の９日間なのですが，その中で調布のバドミントン競技がいつからいつまでというとこ

ろは実はまだ示されていない，我々も把握していない状況です。ただ，オリンピックとか
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パラリンピックとか，そういった日程を見ると，バドミントンは比較的長くやるから，大

会を通じた期間に近いぐらいは恐らくやるのではないかと思いますので，まだ武蔵野の森

総合スポーツプラザでやりますということだけしか我々も把握していないのですが，その

辺り，もう少し詳しい状況とかが分かりましたら，ぜひ皆様に周知していきたいと考えて

いますし，我々もぜひデフリンピックを広めていきたい。せっかく調布市内で行われると

いうこともありますので，我々の行ういろいろなＰＲとかイベントの機会等々を捉えまし

て，デフリンピックのＰＲはぜひやっていきたいと思っております。 

○Ｈ委員  その研修自体は，手話の体験を交えた，手話といっても，正式な手話という

よりもボディーランゲージ，言葉を使わずに意思を伝えるようなものを交えながら，すご

くいい研修でした。 

○会長  東京2020オリンピックで子どもたちが会場に行くというのが結局コロナで行け

なかった。そういったことは今回できれば。 

○事務局  デフリンピックと世界陸上も2025年に開催されるのですけれども，そこに向

けて東京都がビジョン2025というのを規定しています。15ページで触れているのですが，

ここでは本当に少しですけれども，みんながつながる，世界の人々が出会う，こどもたち

が夢をみる，未来へつなぐ，みんなで創るというのを５つの柱にして，全ての人が輝くイ

ンクルーシブな街・東京へというビジョンを掲げています。 

 そこの中をよく読むと，子どもたちがぜひそういう試合，大会を見るような機会を提供

するという文言はあるので，まだ具体はないですけれども，もしかしたらオリンピックの

ときのように，そういう機会が提供されるかもしれないです。なので，そういった機会が

提供されれば，市としてはもちろんしっかり連携して，子どもたちに機会提供のための調

整をしていきたいと考えています。 

○会長  もしなければ，調布市としてぜひ入れてあげてください。 

○事務局  もちろんです。 

○会長  私も大学生のときにデフリンピックとか言葉も全く知らなかったのですけれど

も，高校生か中学生，当時，聞こえない学生さんたちの大会で審判に来てくれと言われて，

自分たちの大学のバレー部全員で行ったことがあったのです。笛の音はある程度高いので，

聞こえる方がいらっしゃるのです。全員が聞こえないわけではないので，そうするとプレ

ーが止まったりするのですけれども，なかなかどう伝えていいのか，今おっしゃったみた

いにボディーランゲージ，そういう形にした覚えがあるのですが，ありがとうございます。
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では，ぜひそういったところ，また新しい情報を入れていただければと思います。 

 では，Ｊ委員，一言お願いします。 

○Ｊ委員  前回は右も左も分からず，座っているだけだったのですけれども，今回，こ

の校正を家でじっくり読ませていただいて，漢字の表記の違いとかしか見つけることがで

きなかったのですが，少し話に加わることができたような気がいたします。 

○会長  ありがとうございます。何か卓球の話はないですか。 

○Ｊ委員  卓球ですか。やはりコロナの４年間を経て，試合の参加者が今大分減ってき

てしまっているので，それを前の状態に戻すにはどうしたらいいのかというのと，働いて

いる方が多い関係で，Ｐ連の試合自体も参加者が昔の３分の１，４分の１になっているの

で，そこから卓球を主婦で始められる方が多かったのですけれども，今それが見込めない

というか，やはり働いている方が増えた関係で，そういうのがスポーツにも影響が来てい

るような気がいたします。 

○会長  では，Ｆ委員から。 

○Ｆ委員  ちょっと気になったというか，さっきのバドミントンのＮＴＴ東日本の話な

のですけれども，ＮＴＴ東日本が持っている施設を，市民に開放とかはしないのですか。

この中央研修センタというところ。この写真は中の写真ですよね。 

○スポーツ振興課長  そうです。体育館の写真です。 

○Ｆ委員  少なくとも多分６面ぐらいはあるのかなと。なので，使わないときに，例え

ば市民に一部開放してくれるとか，多分24時間使っているわけではないと思うので，何か

そういうのはうまく利用すれば，バドミントンの人たちだけそこに移動してもらえば，ほ

かの市民の方は違うところで活動できたり。 

 あと，ちょっと気になっているのが，今，小学生のプールなのですけれども，屋外に学

校のプールがあるわけではないですか。暑いからとプールをやらないのです。なので，今，

調和小に屋内プールがあって，今までは調和小だけだったのですけれども，来年度からは

また１校増えて，学校使用が調和小と染地小と，もう一校増えるのでしたよね。 

○スポーツ振興課長  そうです。 

○Ｆ委員  たしかそうですよね。昼間は学校が使うのでということで，一般の人が入れ

ない時間が増えるというのがあるのですけれども，考え方として使えないプールは本当に

学校に必要なのかなと。昔は防火用の防火水として必要だったというのは聞いたことがあ

るのですけれども，その辺は包括的な考え方をして，維持管理費は多分すごくかかってい
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ると思うのです。何かちょっと考えてもいいのかなと思いました。 

 以上です。 

○会長  各地でやはり建て替えのところを，各校に１つずつ必要なのかということはど

こでも話題にはなっているようですね。またいろいろ案が出てくるのだと思います。 

 では，Ｂ委員，お願いいたします。 

○Ｂ委員  この案がたくさんこんなにあるのが，とてもお疲れさまです。さっきお伺い

したら，概要版もこれからという話だったので，恐らく多くの人は概要版を見て，それで

きっと実態がつかみやすくなるのかなと思います。どこをメインに概要版を作るのかとい

うのは難しいのではないかと思うのですけれども，これをもって何をするのかということ

が分かれば，きっとスポーツに関心のある人はもとより，これからという人も食いついて

くると思うので，概要版ができるのを楽しみにしています。お疲れさまです。 

○会長   

 あといかがですか。何か話し足りないところはございますか。よろしいですか。 

 時間はちょっとありますけれども，早めに終わる分には構わないかと思います。何か事

務局から補足等々ありますか。 

○スポーツ振興課長  では，よろしいですか。私からお礼になります。こちら，スポー

ツ推進計画，ようやくここまでたどり着くことができました。昨年度から始まり，約２年

間にわたり，このスポーツ推進審議会では今日で９回目ですか，昨年４回，今年５回とい

うことで，本当にお忙しい中，御協力いただきまして，誠にありがとうございました。 

 皆さんの御意見をいただきながらということで，本当に何とかここまでできたかなとい

うことで，我々もこれを作成できることを非常にうれしく思っています。 

 また，今後，来年度のスポーツ推進審議会の場では，このスポーツ推進計画に基づいた

取組というのがしっかりなされているかどうかというのを皆さんに御審議いただくといい

ますか，確認いただくような場にもなるかと思っております。ぜひともこの計画に向けた

取組，我々も一生懸命頑張っていきたいと思いますので，また来年度以降も改めてお願い

できればと思います。まずはこの場を借りてお礼を申し上げたいと思います。どうもあり

がとうございました。 

○会長  では，予定したものは全て終わったかと思うのですけれども，そのほか事務局

から連絡等々ございますか。次回の審議会等も含めての。 

○事務局  次回審議会日程，決まっていないのですけれども，今年度は５月にやってい
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ますので，恐らくまた５月，６月とか，そのぐらいの時期にやっていきたいと思います。

その際には，また日程調整の御連絡をさせていただきます。よろしくお願いします。 

○会長  ほか事務局のほうはよろしいですか。 

 では，Ｄ副会長から，こちらのことも含めながら，まとめの挨拶をよろしくお願いいた

します。 

○Ｄ副会長  まずは非常に立派なものができて，ばあっとこうやって見たときに，すご

く見栄えもいいなと思って，見やすいというか，あまり読みにくい感じはないという，大

変立派なものができたのだと思います。まずは御苦労さまでした。ありがとうございます。 

 それで，多分いろいろな行政の，調布市はこういうものをつくりました，よその市では

こういうものをつくりましたがあるのだと思いますけれども，その中でも多分こんなにし

っかりやっているというところは珍しいのではないかと思うのです。 

 東京で味スタをはじめ，ああいった施設を抱えているということももちろんありますし，

大きな大会が続いてあったということもあるので，調布市というのは，特にそういったと

ころが充実しているというように市民も見ているのではないかと思うのです。 

 もう一つ思ったのは，調布市しかやっていないようなことがあるのでしょうけれども，

例えばさっきの地域移行の話などでも，これから全国のどこでもさっき話が出たようない

ろいろな問題があるわけですよね。その中で，調布市はそういったことに対して，調布市

独自のやり方で，こういう対応をしていますとか，例えばですけれども，調布市しかやっ

ていない，そういったものが今後出てくるとすごくいいなと思いました。今でもすごく十

分なことだろうとは思うのですけれども，１点，何かまたそういうほかではやっていない

ということがあると，さらにすばらしいのではないかと。 

 それと，身近な話で恐縮なのですけれども，大学が後は卒業を待つだけの状態にやっと

なりまして，卒業とか修士の学生の修了，今の時期というのはみんな大体糸の切れたたこ

になるわけです。もう終わって，なかなか連絡がつきにくいみたいなことが起きるのが例

年なのですが，今の４年生とか修士の学生，４年生などは入ったとき，大学が閉ざしたと

きだったわけです。電通大はそんなに長くは閉ざさなかったのですけれども，それでも半

期ぐらい，前期丸々ぐらいは閉ざしたというような感じで，それで入学してきた学生たち

なのです。 

 例年だとみんな連絡が取れない。なぜかというと，いろいろなところに旅行へ行ってと

かあるのですけれども，旅行に行かないというのです。行く子もいたのですけれども，行
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かないという子が何人もいて，コロナ世代だからなのかどうか分からないのですが，もし

かしたらあまり誰かと接してというのが薄いのかなというような気もして，かつては２回

も３回も行く子がいて，よくお金があるなというような感じだったのだけれども，そうい

うのではなくて，サークルとかクラブにも入りそびれたというような世代だったりするの

です。 

 かつて研究室に入ってきた学生で，すごくおとなしい感じの子がいて，話すとよく話す

のだけれども，話しかけないと黙っているような子なのです。聞くと，研究室に入って初

めて友達ができましたと言っていたのです。今まで３年間いなかったというのです。たま

たまですけれども，そのとき研究室に入ってきた中に，１人元アメフト部がいて，そのと

きはもうやめていたのですが，もともとやっていたからというので，いつも夕方になると，

トレーニングルームに行ってトレーニングする。そういうのが大好きな子がいたのです。

その無口な子のほうはいつも行くぞといって連れていかれて行くようになった（笑声）。

そうすると，見る見る雰囲気が変わってきて，初めて友達ができてよかったなというのが

あったのですけれども，それはサークルではないのですが，そういった体を動かしながら

コミュニケーションを取っていくとかというのはものすごく大きいなと思いました。今年

の卒業生は，何となく最初にそういうきっかけがなくて，ついには卒業旅行もない人が多

いのかなと思って，ちょっとさみしい感じが，かわいそうだなと思いました。 

 そういったつながりを，体を動かすスポーツをはじめとして，広い意味でのスポーツが

そういったつながりに大きな役割を果たしたのは間違いないというのを改めて思ったので，

これが大学だけではなくて，子どもたちだけではなくて大人も，子どもから高齢者に至る

まで全体にそういったつながりができていくといいなと思いました。 

 それが調布市は，例えばそこがすごい，全国でも一番すごいのだというのがあると，映

画のまちと並んで，スポーツのまちとなるといいなと思います。 

 以上になります。 

○会長  ありがとうございました。いろいろなことをまとめていくのは，いつも大変だ

と思うのです。 

 最後１つですけれども，ついこの間，武蔵野の森総合スポーツプラザでハンドサッカー

という大会があったのです。御存じですか。特別支援学校の子どもさんたちが主にやって

いて，東京都から始まったサッカーなのです。ボールを持っていったり，車椅子の子にボ

ールを当てれば，パスが通ったという，そんな大会なのですけれども，ほんわかした感じ
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でなかなか面白いなと感じました。やはり今おっしゃったみたいにスポーツというか，体

を動かすこと自体がいろいろなコミュニケーションのもとになるのだなと思っています。 

 では，今年度，とにかく御協力ありがとうございました。これで令和５年度の会議は全

て終了ということです。また来年度よろしくどうぞお願いいたします。 

 では，戻します。どうぞお願いします。 

○スポーツ振興課長  また改めての御礼になるのですが，本当にありがとうございまし

た。我々も皆さんに非常にお褒めいただいたこの推進計画案，本当にいいものができたと

思っております。皆さんをはじめ，いろいろな方々の御意見も踏まえながら，それがよく

まとまった内容ということになるかと思っています。これをしっかりと完成までつくり上

げて，皆様のお手元にお届けできる日を楽しみにしながら，またそこに向けて頑張ってい

ければと思っております。 

 ということで，本日はどうもありがとうございました。またぜひともよろしくお願いし

ます。 

 

                                 ――了―― 


